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「
世
界
動
物
ノ
分
布
」
の
上
部
、

北
極
圏
に
は
リ
ア
ル
な
シ
ロ
ク
マ

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
シ
ロ
ク
マ

の
手
か
ら
必
死
で
抜
け
出
そ
う
と

す
る
オ
ッ
ト
セ
イ
、
シ
ロ
ク
マ
の

鋭
い
爪
か
ら
毛
並
み
ま
で
し
っ
か

つ
め

け

な

り
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

教
科
書
の
文
章
で
は
動
植
物
の

名
前
を
次
々
並
べ
た
だ
け
で
、
挿さ
し

絵
も
単
色
で
載
せ
ら
れ
、
種
類
も

え少
な
く
、
印
象
に
残
り
に
く
い
も

の
で
す
が
、
色
鮮
や
か
で
リ
ア
ル

な
掛
図
が
あ
る
こ
と
で
、
地
球
上

の
ど
こ
に
、
ど
ん
な
動
植
物
が
生

き
て
い
る
の
か
を
、
し
っ
か
り
と

目
で
見
て
理
解
で
き
ま
す
。

　

ま
さ
に
子
ど
も
の
学
び
を
支
え

た
掛
図
で
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

現
在
開
催
中
の
企

画
展
「
子
ど
も
の
学

び
を
支
え
た
掛
図
」

で
は
地
理
示
教
図
第

五
「
世
界
動
物
ノ
分

布
」
と
第
六
「
世
界

植
物
ノ
分
布
」
の
二

つ
の
掛
図
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
三
国
尋
常

高
等
小
学
校
（
現
三

国
南
小
学
校
）
の
地

理
の
授
業
で
使
わ
れ

て
い
た
も
の
で
、
国

内
で
初
確
認
と
な
る

大
変
貴
重
な
掛
図
で

す
。

　

国
定
教
科
書
の
第

二
期
（
明
治
34
年
）
～

第
四
期
（
昭
和
８
年
）

の
「
高
等
小
学
校
地

理
書
」
の
「
生
物
の

分
布
」
、
そ
の
中
の

「
植
物
の
分
布
」
「
動

物
の
分
布
」
の
記
述

と
対
応
し
、
目
で
見

て
理
解
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
に
美
し
い
石

版
印
刷
で
、
気
候
帯

ご
と
の
動
植
物
が
地
球
を
見
立
て

た
円
の
中
に
並
べ
ら
れ
た
絵
図
で

す
。

　

国
定
教
科
書
「
高
等
小
学
校
地

理
書
」
の
本
文
そ
の
ま
ま
の
絵
が

「
植
物
ノ
分
布
図
」に
あ
り
ま
す
。

　
「
バ
ナ
ナ
・
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
等

の
如
き
美
味
の
果
実
に
も
富
む
。

ご
と

び

み

と

海
岸
に
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
樹
の
密

林
を
な
せ
る
も
の
多
し
」

　

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
正

午
、
昭
和
天
皇
に
よ
る
「
終
戦
の

詔
書
（
玉
音
放
送
）
」
が
ラ
ジ
オ

で
流
さ
れ
ま
し
た
。
当
館
で
は
現

在
、
当
日
の
学
校
日
誌
（
実
物
）

二
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

・
福
井
市
豊
國
民
學
校

　
　
　
　
　
　

（
現
豊
小
学
校
）

　

・
武
生
町
東
國
民
學
校

　
　
　
　

（
現
武
生
東
小
学
校
）

　

学
校
日
誌
か
ら
当
時
の
日
本
の

情
勢
や
人
々
の
生
活
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
展
示
室

Ａ
で
、
福
井
震
災
当
日
の
学
校
日

誌
と
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。


